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例   言 

１ 本書は、三重県多気郡多気町大字東池上字坂倉に所在する坂倉（さかくら）遺跡（遺跡略記号＝８ＦＳＫ、遺跡番号＝

441- a273）を、三重県営圃場整備事業に先立って坂倉遺跡発掘調査団が 1974（昭和 49）年に実施した発掘調査の成

果のうち、縄文時代と弥生時代に関してまとめたものである。尚、当遺跡はこのほかに中世の遺構や遺物も多い。 

２ 発掘調査は、三重県教育委員会の山澤義貴が主担当となり、県教育委員会の藤原寛と多気町教育委員会の小林克己

が担当となって実施された。また、これを県教育委員会の小玉道明・下村登良男・谷本鋭次・吉村利男等が補佐した。 

３ 発掘調査面積は、北地点（Ｂ地区）440㎡、南地点（Ａ地区）1,320㎡の計 1,760㎡である。 

４ 本書の編集・執筆は、発掘調査の主担当であった山澤義貴ほかの指導の下に山田猛が担当し、2013(平成 25)年 11月

に一旦校了したものである。尚、2014年３月に一部を追記したが、該当部分にはその旨を明示した。また、一旦寄稿を受

けた論文（布谷 2021）は、別途先に公表していただいた。 

５ 本書では全て真北を用いた。尚、当該地域の磁針方位は西偏約６度 50分（昭和 42年）である。 

６ 各遺構は、下記の略記号と３桁の数字を付して表示した。 

竪穴住居＝ＳＨ   煙道付炉穴＝ＳＦ   土坑＝ＳＫ 

７ 本文中に挿入した図表は「挿図表○」、本文の後にまとめた図や表は「第○図」や「第○表」とした。また、写真は「写真

図版○」とは別に通し番号を付した。 

８ 当遺跡に関しては下記の文献等で部分的に紹介されているが、本書をもって正報告とする。 

1987年 梅澤裕・山田猛『一般国道１号亀山バイパス埋蔵文化財発掘調査概要Ⅲ 大鼻（二～三次）・山城（三次） 

遺跡』三重県教育委員会（縄文時代早期土器の主要部分を紹介） 

 1992年 奥義次「三重県多気郡 多気町の旧石器・縄文遺跡」『多気町史』多気町（縄文土器等の主要部分を紹介） 

1994年 山田猛・森川幸雄・岸田早苗ほか『大鼻遺跡』三重県埋蔵文化財センター（縄文時代早期土器等の大部分 

を紹介） 

2003年 小濵学「三重県における縄文時代早期煙道付炉穴の諸相―多気町坂倉遺跡検出例を中心に―」（『斎宮歴 

史博物館研究紀要』１２、斎宮歴史博物館（煙道付炉穴を紹介） 

９ 縄文時代早期の遺構が検出された南（Ａ）地点（字坂倉 389 番地）の主要部分（約 720 ㎡）は、発掘調査後に多気町に

よって公有化され、1975（昭和 50）年３月 27日付けで三重県の史跡に指定されている。 

10 発掘調査や保存問題及び本書の作成等に際しては、地元各位や多気町教育委員会をはじめとして、澄田正一・安達

厚三・奥義次・井上光夫氏等、多くの方々の指導と協力をいただいた。 

11 出土遺物と関係資料類は、三重県埋蔵文化財センターで保管している。しかし一部は多気町や個人で保管しており、

町保管例と個人蔵例については第１～６表の備考欄に示した。 
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14：南地点 SF２／15：南地点 SF３・４・９／16：南地点 SF４／17：南地点 SF４・８～10 

18：南地点 SH２１・２２・２６、SF８～10／19：南地点 SF７／20：南地点 SF８／21：南地点 SF９  

写真図版 ４  ····························································································································································································· 52 

22：南地点 SF１１／23：南地点 SH２４・２５、SF１３／24：南地点 SF１３／25：南地点 SF１４ 

26：南地点 SF１５／27：南地点 SF１７／28：南地点 SF１８／29：南地点 SF１９  

写真図版 ５  ····························································································································································································· 53 

30：土器（表）（1～6・8・9・13・14）／31：土器（裏）（1～6・8・9・13・14）  
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32：土器（17～21・89・109・118・121・122・125） 

33：土器（24・26・27・31・38・54・58・61・63・69・72・73・77・114・115）  

写真図版 ７  ····························································································································································································· 55 

34：土器（25・33・47・50・57・70・71・81・83・87・91・93・99・101・103・107・119） 

35：土器（16・22・62・85・90・102・106・110・113・126・127・235・245～247） 
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36：土器・石器（168～172・176・224・240～244・289） 

37：土器（178･181・184・186・189・190・194～198・202・205・209・212・214・216・218・227・231） 

写真図版 ９  ····························································································································································································· 57 

38：土器（129･130・138・252・280・286）／39：石器（290～293・295～299・304・307・314）
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報告 整理 旧 地区 遺構・土層

1 02-01 3 Ⅰ群 23-J 土坑 灰黒色
口径は30.2㎝程、№2～7と同一 個体
か、当遺構からは縄文土器のみ出土、
多気町蔵

2 14-01 4 Ⅰ群 23-J 土坑 灰黒色 №1・3～7と同一個体か、多気町蔵

3 06-05 5 Ⅰ群 23-J 土坑 灰黒色 №1・2・4～7と同一個体か

4 13-06 8 Ⅰ群 23-J 土坑 灰黒色 №1～3・5～７と同一個体か

5 13-09 6 Ⅰ群 23-J 土坑 灰黒色 №1～4・6・7と同一個体か

6 03-01 7 Ⅰ群 23-I 土坑
黒褐色～
暗茶褐色

№1～5・7と同一個体か、当遺構からは
中世遺物が多く出土

7 17-05 Ⅰ群 24-J 土坑 褐黒色
№1～6と同一個体か、当遺構からは中
世遺物が多く出土

8 02-04 2 Ⅰ群 22-H 暗褐色土 茶褐色 別に同一個体らしい1小片あり

9 01-01 1 Ⅰ群 21-I 土坑 暗灰褐色
口径は図上16.2㎝程だがさらに大か、
当遺構からは中世遺物が多く出土

10 21-06 Ⅰ群 23-H 暗褐色土 明黄土色 23・40と同一個体か

11 20-02 Ⅰ群 23-I 土坑 暗黄土色 風化激しい

12 21-13 Ⅰ群 20-H 黒褐色土 暗褐色

13 11-04 10 Ⅰ群 24-H 暗褐色土 灰褐色

14 06-03 9 Ⅰ群 23-J 土坑 灰黒色

15 22-03 Ⅰ群 22-H 褐色土 黄灰色

16 02-02 74 Ⅰ群 23-H 暗褐色土 暗灰褐色 撚糸文土器

17 08-09 11 Ⅱ群 23-H 暗褐色土 灰褐色 補修穴

18 04-01 16 Ⅱ群 22-H 茶褐色土 暗茶褐色 口径は 18.6㎝程

19 10-10 13 Ⅱ群 24-J 褐色土 暗黄褐色 当区の同土層からは縄文土器のみ出土

20 13-04 15 Ⅱ群 24-I 溝 暗黄橙色
粘性の無い胎土、当遺構からは中世遺
物が多く出土

21 09-10 18 Ⅱ群 25-J 土坑 暗橙色 当遺構からは縄文土器のみ出土

22 12-06 73 Ⅱ群 21-H 暗褐色土 灰褐色 密接帯状施文例か

23 10-07 24 Ⅱ群 24-H 黒褐色土 暗黄橙色 密接帯状施文例

24 07-06 41 Ⅱ群 23-J 土坑 暗黄橙色

25 12-03 51 Ⅱ群 21-I 土坑 灰褐色

26 08-11 33 Ⅱ群 23-J 土坑 暗黄褐色

27 13-02 36 Ⅱ群 23-J 土坑 暗黄橙色

28 20-01 Ⅱ群 17-H 土坑 淡黄土色 当遺構からは中世遺物が多く出土

29 13-01 31 Ⅱ群 21-I 土坑 褐灰色

30 20-03 Ⅱ群 24-J 土坑 暗褐色

31 09-09 39 Ⅱ群 25-H 土坑 暗橙色 当区の同層からは縄文土器のみ出土

32 03-04 29 Ⅱ群 25-H 黒褐色土 灰褐色

33 12-10 53 Ⅱ群 21-I 黒褐色土 暗黄橙色

34 20-05 Ⅱ群 22-H 暗褐色土 暗黄土色

35 20-06 Ⅱ群 22-H 暗褐色土 暗黄土色

36 20-11 Ⅱ群 22-H 暗褐色土 黄褐色

37 08-02 30 Ⅱ群 23-H 暗褐色土 灰黄褐色

38 08-04 42 Ⅱ群 23-H 暗褐色土 褐灰色

39 16-13 Ⅱ群 23-H 暗褐色土 黄土色

40 21-05 Ⅱ群 23-H 暗褐色土 暗黄褐色

41 21-08 Ⅱ群 23-H 暗褐色土 黄褐色

42 21-07 Ⅱ群 23-H 暗褐色土 黄褐色

43 21-02 Ⅱ群 24-H 暗褐色土 黄土色

44 21-01 Ⅱ群 24-H 暗褐色土 黄土色

45 21-03 Ⅱ群 24-H 暗褐色土 暗黄褐色

46 01-02 25 Ⅱ群 22-H 茶褐色土 黒茶色 密接帯状施文例

47 10-02 50 Ⅱ群 24-J 褐色土 黄灰色

48 14-02 28 Ⅱ群 23-J 褐色土 灰黄褐色 多気町蔵

49 14-04 27 Ⅱ群 23-J 褐色土 灰黄褐色
当区の同層からは縄文土器のみ出土、
多気町蔵

50 13-03 47 Ⅱ群 26-H 褐色土 黒褐色

51 22-11 Ⅱ群 25-I 褐色土 暗灰色

52 22-07 Ⅱ群 23-I 褐色土 黒褐色

53 22-01 Ⅱ群 19-H 褐色土 茶褐色

54 08-03 32 Ⅱ群 23-J 褐色土 暗橙色 当区の同層からは縄文土器のみ出土

55 22-02 Ⅱ群 21-I 褐色土 暗黄土色

56 22-04 Ⅱ群 22-H 褐色土 黄褐色 密接帯状施文例（？）

57 09-11 49 Ⅱ群 25-J 褐色土 黄灰色

58 08-10 44 Ⅱ群 23-J 褐色土 灰褐色

59 22-10 Ⅱ群 25-H 褐色土 灰褐色 当区の同層からは縄文土器のみ出土

60 23-03 Ⅱ群 暗茶褐色 表面採集

61 08-05 34 Ⅱ群 23-J 土坑 黄灰色

62 08-01 65 Ⅱ群 23-J 土坑 暗黄橙色

63 06-08 35 Ⅱ群 23-J 土坑 暗黄橙色

64 20-10 Ⅱ群 22-H 暗褐色土 暗黄土色

65 20-12 Ⅱ群 22-H 暗褐色土 黄土色

66 21-09 Ⅱ群 23-H 暗褐色土 暗褐灰色

67 21-04 Ⅱ群 24-H 暗褐色土 黄土色

68 20-04 Ⅱ群 23-H 暗褐色土 暗黄土色

69 08-08 43 Ⅱ群 23-H 暗褐色土 暗橙色

70 11-01 52 Ⅱ群 24-H 暗褐色土 暗黄褐色

71 09-03 48 Ⅱ群 25-H 黒褐色土 暗橙色

72 10-03 40 Ⅱ群 24-J 褐色土 暗黄橙色

73 10-05 38 Ⅱ群 24-J 褐色土 暗赤褐色

体下部片、枝回転文ａを縦位施文、上端は継目

体下部片、枝回転文ｂを縦位施文、内面に指圧痕

体部片、枝回転文ｂを縦位施文

体部片、枝回転文ｂを縦位施文

体部片、枝回転文ｂを縦位施文、上端は継目

体上部片か、縄の側面圧痕２条残、以下に枝回転文ａを縦位施文

体部片、枝回転文ａを縦位施文、内面に指圧痕、下端は疑口縁

体部片、枝回転文ａを縦位施文、内面に指圧痕とナデ

体部片、枝回転文ａを縦位施文、上端は継目

体下部片、枝回転文ｂを縦位施文

体下部片、枝回転文ｂを縦位施文、内面にナデ

体部片、枝回転文ｂを縦位施文、下端は継目

体部片、枝回転文ｂを縦位施文、内面にナデ

体部片、枝回転文ａ（？）を縦位（？）施文、内面に指圧痕

体部片、枝回転文ａを縦位施文、内面に弱いヨコナデ

体部片、枝回転文ａを縦位（？）施文

厚手の体部片、枝回転文ａを縦位施文、内面に指圧痕とナデ、下端は継目

体部片、枝回転文ａを縦位（？）施文、上端は継目か

体部片、枝回転文ｂを縦位施文、下端は継目

体部片、枝回転文ｂを縦位施文、内面に指圧痕とナデ、上下端共継目

体部片、枝回転文ｂを縦位施文

第１表　北地点出土縄文土器等観察表(１)　『番号』欄中の「旧」は『大鼻遺跡』での番号、但し斜体字は『多気町史』での番号、空欄は初出

枝回転文ｂ

枝回転文ｂ

体部片、枝回転文ｂを縦位施文、内面に指圧痕とナデ

体部片、枝回転文ｂを縦位施文、内面に指圧痕とナデ

体部片、枝回転文ａを縦位施文

体上部片、枝回転文ａを縦位施文、その後上部に無節ℓの斜縄文を横位施文、内面に指圧痕とヘラミガキ

厚手の体部片、枝回転文ａを縦位施文、内面にナデ、上端は疑口縁

体部片、枝回転文ａを縦位施文、内面に指圧痕とナデ、上端は継目

厚手の体部片、枝回転文ａを縦位施文、内面にヨコナデ、上端は継目

厚手の体部片、枝回転文ａを縦位施文、内面に指圧痕

厚手の体部片、枝回転文ａを縦位施文、内面に指圧痕とナデ、上下端共継目

体部片、枝回転文ａを縦位施文、内面にナデ、下端は継目

体下部片、枝回転文ａを縦位施文

厚手の体部片、枝回転文ａを縦位施文、下端は継目

体下部片、枝回転文ａを縦位（？）施文、上端は継目か

体部片、枝回転文ａ、上端は継目か

体下部片、枝回転文ａを縦位（？）施文、上端は継目

体部片、枝回転文ａを縦位施文、上下端共継目か

体部片、枝回転文ａを縦位施文

体下部片、枝回転文ａを縦位施文、内面に指圧痕、下端は疑口縁

厚手の体部片、枝回転文ａを縦位施文、内面に強い指圧痕、下端は疑口縁

体部片、枝回転文ａを縦位施文、上端は継目

体上部片、枝回転文ａを縦位（？）施文

厚手の体部片、枝回転文ａを縦位施文、内面にナデ、下端は継目

体上部片、縄の側面圧痕２条残、以下に枝回転文ａ施文、内面にヨコナデ

体部片、枝回転文ａを縦位施文、内面に指圧痕

厚手の体部片、枝回転文ａを縦位施文、内面にヘラミガキとナデ

体部片、枝回転文ａを縦位施文、内面に指圧痕と炭化物

体部片、単節Ｌの斜縄文を縦位施文か、原体は太い繊維を強く撚る、内面には指圧、中位に継目

体下部片、単節Ｌの斜縄文、上端は継目か

体上部片、単節の太く疎らな撚糸文を深く縦位施文、その後の横位施文を上端に１条残す、内面に指圧痕とナデ

体部片、枝回転文ａを縦位施文

体部片、枝回転文ａを縦位施文

強く屈折する口縁部片、口唇部を欠く、外面に右下から縄の先端刺突文、内面にヨコナデ

口縁～体上部片、縄の側面圧痕２条、以下に斜縄文か、内面に指圧痕

口縁～体部片、口縁部に縄の先端刺突列１条残、体上部に軟らかい原体を強く撚った単節Ｒの斜縄文を横位施文、
以下には枝回転文（？）、内面に指圧痕とナデ

体部片、枝回転文ａを縦位施文

口縁部片、口唇部は水平に拡張、口唇部に斜縄文、内面にヨコナデ、外面に縄の側面圧痕３条残、内面にナデ

体部片、複節Ｒの斜縄文を縦位施文、原体は太い繊維を強く撚る、内面に指圧痕とナデ

体部片、複節Ｒの斜縄文を縦位施文、原体は太い繊維を強く撚る、内面に指圧痕とナデ、上端は継目

体部片、複節Ｒの斜縄文を縦位施文、原体は太い繊維を強く撚る、内面に指圧痕とナデ

体部片、複節の斜縄文か、原体は太い繊維を強く撚る、内面に指圧痕とナデ、上端は継目

口頸部片、口唇部に斜縄文、外面に斜縄文（単節Ｌの横位施文か）、共に軟らかい原体を強く撚る、頸部に縄の先端
刺突、外面施文後内面に強いヨコナデ

口縁部片、口唇部に斜縄文、縄文原体は単節Ｒ、外面に縄の側面圧痕４条残、口唇施文後内面に強いヨコナデ

口縁部片、口唇部に単節斜縄文、外面に斜縄文（細い複節か、縦位施文か）

枝回転文ｂ

枝回転文ｂ

枝回転文ｂ

枝回転文ｂ

枝回転文ｂ

枝回転文ｂ

枝回転文ａ

枝回転文ｂ

枝回転文ｂ

枝回転文ａ

枝回転文ａ

枝回転文ｂ

枝回転文ｂ

枝回転文ｂ

枝回転文ａ

枝回転文ａ

枝回転文ａ

枝回転文ａ

枝回転文ａ

枝回転文ａ

枝回転文ａ

枝回転文ａ

枝回転文ａ
縄文

枝回転文ａ

枝回転文ａ

枝回転文ａ

枝回転文ａ

枝回転文ａ

枝回転文ａ

枝回転文ａ

枝回転文ａ

枝回転文ａ
縄文

枝回転文ａ

枝回転文ａ
縄文

枝回転文ａ

枝回転文ａ

枝回転文ａ

枝回転文ａ

枝回転文ａ

枝回転文ａ

枝回転文ａ

枝回転文ａ

枝回転文ａ

縄文

縄文

枝回転文ａ

枝回転文ａ

枝回転文ａ

枝回転文ａ

枝回転文ａ

縄文

縄文

緩く外反する丸味のある角頭形の口縁～体部片、口唇部に斜縄文、口縁部に横位・体部に縦位の斜縄文、縄文は
いずれも太い繊維を強く撚る複節だが別原体、口縁部内面にタテナデとヨコナデ、体部内面に指圧痕とナデ

緩く外反する丸味のある角頭形の口縁～体部片、口唇部に斜縄文、口縁部に横位・体部に縦位の斜縄文、縄文は
いずれも太い繊維を強く撚る複節だが別原体、口縁部内面にタテナデとヨコナデ、体部内面に指圧痕とナデ

縄文

縄文

縄文

縄文

体部片、複節Ｒの斜縄文を縦位施文、原体は太い繊維を強く撚る、内面に指圧痕とナデ

縄文

外反する丸棒状の口縁部片、外面に単節Ｒの斜縄文（横位羽状か）、内面３㎝程に単節Ｌの斜縄文（横位施文か）、
縄文原体は共に軟らかく太い繊維を強く撚る、以下は無文

角頭形の口縁部片、口唇部に太い斜縄文（単節 Ｒの横位施文か）、内面に太い斜縄文（単節Ｌの横施文か）、外面
に斜縄文（単節 Ｒの横位施文か）、直下に縄の側面圧痕１条残、共に軟らかい繊維を強く撚る原体

縄文

縄文

撚糸文

縄文

体部片、斜縄文（単節Ｌ？）、下端は継目か

体部片、縄の側面圧痕１条とその上下に斜縄文か

体部片、複節斜縄文

縄文

体部片、複節斜縄文（横位施文か）、原体は太い繊維を強く撚る、内面に指圧痕とナナメナデ

縄文

縄文

番　号
群 文 様

縄文

縄文

縄文

縄文

備　　　考色　調製　　作　　・　　調　　整　　技　　法　　等

縄文

縄文

縄文

遺 物 カ ー ド
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報告 整理 旧 地区 遺構・土層

74 22-09 Ⅱ群 24-J 褐色土 茶黄色

75 22-12 Ⅱ群 25-J 褐色土 黄黄色 内面に炭化物

76 02-03 26 Ⅱ群 24-Y 褐色土 黄褐色 密接帯状施文例

77 09-06 46 Ⅱ群 25-H 褐色土 暗橙色

78 22-06 Ⅱ群 22-H 褐色土下部 黄土色

79 22-14 Ⅱ群 21-I 暗黄土色

80 21-10 Ⅱ群 23-H 暗褐色土 黒褐色

81 04-04 59 Ⅱ群 22-H 暗茶褐色土 暗茶褐色

82 22-13 Ⅱ群 25-J 褐色土 茶褐色

83 07-03 63 Ⅱ群 23-J 土坑 暗褐色

84 21-15 Ⅱ群 21-I 黒色土 暗黄土色

85 08-06 67 Ⅱ群 23-J 土坑 灰褐色

86 17-01 Ⅱ群 24-J 褐色土 黒褐色 当区の同層からは縄文土器のみ出土

87 09-08 55 Ⅱ群 25-J 褐色土 暗黄橙色 口縁部が市松文なら大川式か

88 22-05 Ⅱ群 22-J 暗褐色土 黄土色

89 01-04 17 Ⅱ群 21-I 茶褐色 密接帯状施文例、口径 は26.5㎝程

90 14-03 66 Ⅱ群 23-H 暗褐色土 暗黄橙色 多気町蔵

91 14-05 56 Ⅱ群 23-J 土坑 暗黄橙色 焼成後穿孔、多気町蔵

92 17-02 Ⅱ群 20-H 黒色土 黄土色

93 07-10 57 Ⅱ群 23-H 褐色土 暗褐灰色

94 20-13 Ⅱ群 24-H 褐色土 暗茶褐色

95 20-09 Ⅱ群 22-H 暗褐色土 茶褐色

96 21-12 Ⅱ群 21-H 暗茶褐色土 黄土色

97 17-06 Ⅱ群 20-H 黒色土 黄灰色

98 16-14 Ⅱ群 24-J 褐色土 黄土色

99 10-04 61 Ⅱ群 24-J 褐色土 黄灰色 101と同一固体か

100 21-14 Ⅱ群 20-H 黒色土 黄土色

101 10-01 58 Ⅱ群 24-J 褐色土 褐灰色 99と同一個体か

102 09-02 68 Ⅱ群 25-J 土坑 暗褐色

103 10-09 60 Ⅱ群 24-J 褐色土 灰白色

104 20-14 Ⅱ群 24-H 褐色土 暗茶褐色

105 16-05 Ⅱ群 20-H 土坑 黄土色
補修穴,浅鉢か、当遺構からは中世遺物
が多く出土

106 11-07 64 Ⅱ群 24-I 褐色土 淡黄褐色

107 13-05 54 Ⅱ群 23-J 土坑 暗黄橙色

108 21-11 Ⅱ群 21-H 暗茶褐色土 黄土色

109 01-05 14 Ⅱ群 20-H 土坑 黄褐色 密接帯状施文例、口径は24.5㎝程

110 09-01 69 Ⅱ群 25-J 土坑 暗黄橙色

111 20-08 Ⅱ群 22-H 暗褐色土 黄土色

112 16-12 Ⅱ群 22-H 暗褐色土 黄土色

113 10-08 70 Ⅱ群 24-J 褐色土 黄褐色 当区の同層からは中世遺物が多く出土

114 09-07 45 Ⅱ群 25-J 土坑 灰褐色

115 06-06 37 Ⅱ群 23-J 土坑 暗黄橙色

116 20-07 Ⅱ群 22-H 暗褐色土 黄褐色

117 22-08 Ⅱ群 23-J 褐色土 黒褐色 当区の同層からは縄文土器のみ出土

118 05-01 12 Ⅱ群 21-I 土坑 黄褐色
深くな い鉢か、口径は 23.8㎝程、多気
町蔵

119 09-04 62 Ⅱ群 25-J 土坑 暗褐色

120 09-05 23 Ⅱ群 25-H 褐色土 灰褐色

121 04-05 19 Ⅲ群 23-I 褐色土 暗灰褐色 密接帯状施文例、多気町蔵

122 03-07 21 Ⅲ群 21-I 土坑 暗灰褐色

123 17-03 Ⅲ群 17-H 土坑 茶褐色

124 08-07 22 Ⅲ群 23-H 暗褐色土 灰褐色 原体長は 7.3㎜

125 04-02 20 Ⅲ群 21-I 褐色土 黄土色

126 04-03 72 Ⅲ群 23-H 暗褐色土 暗黄褐色 密接帯状施文例

127 10-06 71 Ⅲ群 24-J 褐色土 暗褐色

128 23-04 47 Ⅳ群 24-J 褐色土 赤褐色 中期

129 26-06 48 Ⅳ群 20-H 土坑 黄土色 中期

130 53 中期

131 23-06 51 Ⅳ群 20-H 褐色土 黄土色 中期

132 52 中期

133 25-06 54 Ⅳ群 24-I 溝、褐色土 黄黒色 中期

134 26-05 49 Ⅳ群 18-H 灰黄色 中期

135 26-07 56 Ⅳ群 21-H 黒褐色土 黄土色 中期

136 25-05 Ⅳ群 23-I 褐色土下部 黄土色 中期

137 26-09 50 Ⅳ群 26-H 褐色土 茶黄色 中期

138 25-07 55 Ⅳ群 24-I 溝、褐色土 黄褐色 中期

139 24-13 Ⅳ群 22-H 褐色土 淡黄灰色 中期

140 23-05 Ⅳ群 24-N 暗褐色土 暗灰色

141 27-01 57 Ⅳ群 24 暗褐色土 黄灰色 晩期

142 58 晩期

143 23-07 Ⅳ群 21-I 土坑 黄土色 径10.0cm程

144 23-11 59 22-H 黒褐色土 黄土色 完形、胎土精良

枝回転文ｂ
縄文

体下部片、左2/3 程は枝回転文ｂを縦位施文、右1/3 程 は軟らかい原体を強く撚った単節斜縄文を縦位（？）施文

枝回転文ｂ 体下部片、枝回転文ｂを縦位施文、上端は継目

体部片、外面にヘラミガキ

体部片、沈線と細い突帯

体上部片、半截竹管の波文と連弧文

体部片、円棒状具による沈線文

底部

体部片、円棒状具による沈線文、下端は継目

体部片、無節（？）斜縄文と円棒状具による沈線文、下端は継目か

口縁部片、内外にヨコナデ

口縁部片、口唇にヘラキザミ、外面に羽状条痕、内面に斜条痕、下端は継目

体部片、弧状に凹線状沈線文、下端は継目

体部片、角棒状具による沈線文

口縁部片、口唇部に斜縄文（？）、外面に市松文ｍを横位施文、内面に指圧痕とナデ、下端は疑口縁

口縁部片、口唇部に原体の軟らかな単節（Ｒ？）の斜縄文、外面に市松文ｍ（？）を横位施文、内面にヨコナデ

体部片、単節斜縄文を横位（？）施文、内面にナナメナデ、下端は継目

体上部片、円棒状具による沈線文、上下端と中位に継目

頸体部片、頸部に径約５㎜の円棒状具による右下からの刺突列３段残、刺突文の内側は膨らむ、体上部に斜行沈線
文（押型文か）、内面に指圧痕、上端は継目

頸部片、径2.5㎜の円棒状具で右からの刺突列を２段残

体部片、円棒状具による沈線文、内面にナナメナデ、下端は継目か

波状口縁部片、円棒状具による沈線文間に羽状文

体部片、円棒状具による沈線文、上端は継目

口縁部片、口唇部に斜縄文、外面に市松文ｍ（原体は長さ19.5㎜）を横位施文、内面に強いヨコナデ

体部片、斜格子文を縦位施文、内面に指圧痕とナデ

体部片、正格子文を縦位（？）施文

屈折する口縁部片、外面は正格子文と単節Ｌの斜縄文を縦位（？）施文、口唇部は単節Ｌの斜縄文を横位施文、施
文後内面に強いヨコナデ、中位に継目

厚手の体部片、縦位施文の正格子文と無文部あり、内面に指圧痕とナデ

体部片、正格子文を縦位施文、上端は継目

体下部片、正格子文を縦位施文

体部片、市松文ｙを縦位施文

体部片、市松文ｙを縦位施文、内面にナデ、上端は疑口縁

体下部片、正格子文を縦位施文

体部片、斜格子文を縦位施文、内面に指圧痕とナデ、下端は疑口縁

体部片、斜格子文をやや縦位施文、内面にナデ、下端は継目

体部片、斜格子文を縦位施文

体部片、市松文ｙを縦位施文、上端は継目か

体下部片、市松文ｍを縦位施文、内面に指圧痕、上端は疑口縁

厚手の体部片、市松文ｍを縦位施文、内面にナデ

体下部片、市松文ｍを縦位施文

体部片、市松文ｔを縦位施文、上端は継目

体部片、市松文ｙを縦位施文、内面にナデ

体部片、市松文ｙを縦位施文、内面にナデ

体部片、市松文ｔを縦位施文

体部片、市松文ｙを縦位施文、上下端共継目

体下部片、市松文ｙを縦位施文、上端は継目か

体部片、市松文ｙを縦位施文、内面にナデ、上端は継目か

色　調

厚手の体部片、市松文ｋ（原体は長さ18㎜、径５㎜)を縦位施文、内面は指圧痕

体下部片、枝回転文ｂを縦位施文、下端は継目か

備　　　考製　　作　　・　　調　　整　　技　　法　　等

体下部片、市松文ｋを縦位施文

番　号
群

市松文ｋ

体部片、市松文ｙを縦位施文

体部片、市松文ｙを縦位施文

口縁～体部片、口縁部外面に軟らかい原体を強く撚った複節Ｒの斜縄文を横位施文、口唇部と体上部に 太い原体
を強く撚った複節Ｌの斜縄文を横位施文、更に口縁・体部境に縄の側面圧痕１条、体部は市松文ｍを縦位施文、口
縁部内面に強いヨコナデ、体部内面に指圧痕、下端は継目か

体部片、正格子文を縦位施文

体部片、正格子文（原体長は32㎜以上か）を縦位施文、内面にナデ、上端は継目

体下部片、正格子文を縦位施文

口縁～体部片、口唇部に単節Ｌの斜縄文、口縁部に２条の縄の側面圧痕、体部に斜格子文（原体は長さ24㎜、径
7.5㎜）を上から縦位施文、口縁部内面に強いヨコナデ、体部内面にタテ・ヨコナデ

体下部片、斜格子文を縦位施文

口縁～体上部片、上端に縄の側面圧痕（低い鋸歯状？）、以下に僅かな無文部を挟んで原体斜め刻みの斜格子文
を縦位施文、内面に指圧痕

口縁部片、外側に拡張気味の口唇部に単節Ｌ（？）の斜縄文 （原体は軟らか）、外面に市松文ｍ（原体は長さ19㎜以
上、径７㎜か）を横位施文、頸部に原体不明の刺突文、 内面にヨコナデ

口縁～体部片、口唇部に軟らかい原体を強く撚った斜縄文（単節か）、外面に市松文ｍ（原体は長さ18㎜以上、径
5.5㎜）を横位施文、体部にも市松文ｍ、内面にヨコナデ

体下部片、市松文ｍ、上端は継目か

体部片、市松文ｋを縦位施文

口縁～体上部片、口縁部に小粒な市松文ｍ（？）を横位、体部に市松文を縦位施文、内面に指圧痕

体部片、市松文ｋを縦位施文、内面はヨコナデ

無文、最大径2.65cm、厚1.45cm

沈線文

縄文
沈線文

縄文

耳栓

第２表　北地点出土縄文土器等観察表(2)　『番号』欄中の「旧」は『大鼻遺跡』での番号、但し斜体字は『多気町史』での番号、空欄は初出

斜格子文
縄文

斜格子文

刺突文
斜行沈線文

刺突文

斜格子文
縄文

条痕

市松文ｍ
縄文

沈線文

沈線文

沈線文

沈線文

沈線文

沈線文
羽状文

沈線文

正格子文

市松文ｍ
縄文

沈線文
細い突帯

半截竹管文

正格子文

正格子文

斜格子文

斜格子文

市松文ｍ
縄文

市松文ｍ
縄文

市松文ｙ

市松文ｍ
縄文

斜格子文

斜格子文

市松文ｙ

正格子文

正格子文

正格子文

正格子文

斜格子文
縄文

枝回転文ｂ

正格子文

市松文ｍ

市松文ｙ

市松文ｙ

市松文ｙ

市松文ｔ

市松文ｙ

市松文ｍ

市松文ｍ

市松文ｙ

市松文ｔ

市松文ｋ

文 様
遺 物 カ ー ド

市松文ｋ

市松文ｋ

枝回転文ｂ

枝回転文ｂ

枝回転文ｂ

市松文ｋ

市松文ｍ

市松文ｍ
縄文

市松文ｙ

市松文ｍ

市松文ｍ

市松文ｋ

市松文ｙ

市松文ｙ

体部片、枝回転文ｂを縦位施文

体部片、枝回転文ｂを縦位施文

体部片、枝回転文ｂを縦位施文

体部片、市松文ｋを縦位施文

体部片、市松文ｋを縦位施文

体部片、市松文ｍを縦位（？）施文、上端は継目か
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報告 整理 旧 地区 遺構・土層

145 28-01 Ⅱ群 個人採集

146 28-03 Ⅱ群 個人採集

147 28-02 Ⅲ群 個人採集

148 28-09 Ⅱ群 個人採集

149 28-04 Ⅱ群 個人採集

150 28-08 Ⅱ群 個人採集

151 28-17 Ⅱ群 個人採集

152 28-14 Ⅱ群 個人採集

153 28-12 Ⅱ群 個人採集

154 23-02 Ⅱ群 黄褐色

155 28-13 Ⅱ群 個人採集

156 23-01 Ⅱ群 暗褐色

157 28-16 Ⅱ群 個人採集

158 28-15 Ⅱ群 個人採集

159 28-11 Ⅱ群 個人採集

160 28-10 Ⅱ群 個人採集

161 28-07 Ⅱ群 個人採集

162 28-06 Ⅱ群 個人採集

163 28-05 Ⅱ群 密接帯状施文例か、個人採集

164 15-07 Ⅳ群 茶褐色 中期

165 28-20 Ⅳ群 中期、個人採集

166 28-21 Ⅳ群 中期、個人採集

167 28-19 Ⅳ群 中期、個人採集

報告 整理 旧 地区 遺構・土層

168 03-05 87 Ⅱ群 8-R 土坑 ＳＨ２４
口縁部片、口唇部と口縁部外面に単節Ｌの強い撚りの斜縄文（同 一原体か）、頸部に縄の先端刺突文、以
下にも縄文（不詳）、内面に強いヨコナデ

灰褐色 SH24出土、補修孔

169 03-03 88 Ⅱ群 9-O 土坑 口縁部片、口唇部に複節の斜縄文、外面に縄（単節か）の側面圧痕3条残、内面に強いヨコナデ 淡黄土色 口径は19.6㎝程

170 03-06 90 Ⅱ群 10-L 土坑 ＳＫ３７ 口縁部片、口唇部に強く撚った太い単節Ｌの斜縄文、外面に縄の先端刺突２段残、内面に強いヨコナデ 暗黄灰色 当遺構からは中世遺物が多く出土

171 01-06 85 Ⅱ群 11-Q 土坑 ＳＫ３４
口縁部片、口唇部に細い斜縄文、外面に軟らかい原体を強く撚った単節Ｌの縄の側面圧痕を３条、頸部に
縄の先端刺突１段残、内面に強いヨコナデ

暗黄橙色 大型深鉢、多気町蔵

172 11-05 86 Ⅱ群 10-N 褐色土
口縁部片、口唇部に斜縄文か、外面に軟らかい原体を強く撚った単節Ｒの斜縄文を横位施文、内面に横位
ヘラミガキ（？）

灰褐色

173 19-13 Ⅱ群 12-K 土坑 口縁～頸部片、複節（？）Ｒの縄の側面圧痕３条残か、内面はヨコナデ 黄土色 当区の同層からは中世遺物が多く出土

174 18-08 Ⅱ群 11-P 炉跡① ＳＦ４ 口縁部片、複節斜縄文の側面圧痕か、内面にヨコナデ、下端は継目 暗黄土色
SF4出土、183・185・215と同一固体か、
縄文土器のみ出土

175 18-02 Ⅱ群 11-Q 土坑 ＳＫ３４ 体部片、縄文か押型文 茶褐色

176 12-01 81 Ⅰ群 11-Q 土坑 ＳＫ３４ 体部片、体部に単節Ｒの撚糸文（？）を縦位施文、内面にナデ 灰褐色 撚糸文土器

177 16-10 Ⅰ群 11-P 炉跡① ＳＦ４ 体下部片、複節の太くて疎らな撚糸文を深く縦位施文 茶褐色
SF4出土、183・185・215と同一固体か、
縄文土器のみ出土

178 06-01 111 Ⅰ群 10-R 褐色土 体部片、単節Ｒの太い撚糸文を深く疎らに縦位施文、内面にナデ 暗橙色

179 15-02 Ⅱ群 11-Q 土坑 ＳＫ３４ 体部片、枝回転文ａを縦位施文 黄土色
当遺構(SF9？)からは縄文土器のみ出
土

180 18-06 Ⅱ群 11-Q 土坑 ＳＫ３４ 体部片、枝回転文ａを縦位(?)施文 褐黄色

181 12-07 107 Ⅱ群 11-Q 土坑 ＳＫ３４ 体部片、枝回転文ａを縦位施文、内面に指圧痕、下端は疑口縁 黒褐色

182 16-08 Ⅱ群 11-Q 土坑 ＳＫ３４ 体部片、枝回転文ａを縦位施文 黒褐色

183 18-09 Ⅱ群 11-P 炉跡１ ＳＦ４ 体下部片、枝回転文ａ、上下端は継目 暗黄土色 SF4出土、174・185・215と同一個体か

184 12-05 101 Ⅱ群 11-P 炉跡１ ＳＦ４ 体部片、枝回転文ａを縦位施文、内面は指圧痕 灰褐色 SF4出土

185 18-07 Ⅱ群 11-P 炉跡① ＳＦ４ 体上部片、枝回転文ａ（？）、上端と中位に継目 暗黄土色 SF4出土、174・183・215と同一個体か

186 07-04 105 Ⅱ群 13-R 土坑 ＳＫ３１ 体部片、枝回転文ａを縦位施文 暗黄褐色 当遺構からは縄文土器のみ出土

187 19-12 Ⅱ群 13-R 土坑 ＳＫ３１ 体部片、枝回転文ａを縦位施文 黄土色

188 15-05 Ⅱ群 12-S 土坑 ＳＫ３２ 体部片、枝回転文aを縦位施文、内面にヨコナデ 灰黄色 当遺構からは縄文土器のみ出土

189 07-01 104 Ⅱ群 12-P 土坑 ＳＫ３５ 体部片、枝回転文ａを縦位施文 暗黄橙色
当遺構(SF2？)からは縄文土器のみ出
土

190 11-02 106 Ⅱ群 9-Q 炉跡12 体部片、枝回転文ａを縦位施文 暗橙色
内面に炭化物、当遺構からは縄文土器
のみ出土

191 19-09 Ⅱ群 11-N 褐色土 体下部片、枝回転文ａを縦位施文 黄褐色

192 19-08 Ⅱ群 11-N 褐色土 体部片、枝回転文ａを縦位施文 黒褐色

193 19-06 Ⅱ群 11-N 褐色土 体部片、枝回転文ａを縦位（？）施文 暗褐色

194 12-08 100 Ⅱ群 11-Q 褐色土 ＳＫ３４ 体部片、枝回転文ａを縦位施文 暗黄橙色

195 12-02 93 Ⅱ群 11-Q 褐色土 ＳＫ３４ 体下部片、枝回転文ａを縦位施文、内面にナデ、上端は疑口縁 暗橙色

196 07-07 96 Ⅱ群 12-Q 褐色土 体下部片、枝回転文ａを縦位施文、内面に指圧痕、上端は継目 暗黄橙色

197 07-02 92 Ⅱ群 12-Q 褐色土 体上部片、枝回転文ａを縦位施文、内面に指圧痕 暗黄橙色

198 07-09 98 Ⅱ群 12-Q 褐色土 体下部片、枝回転文ａを縦位施文、内面に指圧痕 暗橙色

199 19-04 Ⅱ群 8-N 褐色土 体上部片、枝回転文ａを縦位施文 黒褐色

200 15-04 Ⅱ群 11-O 褐色土 体下部片、枝回転文ａを縦位施文 茶黄色

201 19-02 Ⅱ群 11-O 褐色土 体部片、枝回転文ａを縦位施文 暗茶褐色

202 06-04 94 Ⅱ群 10-R 褐色土 体下部片、枝回転文ａを縦位施文 暗褐色

203 15-03 Ⅱ群 11-O 褐色土 体下部片、枝回転文ａを縦位施文 黄土色

204 19-14 Ⅱ群 8-R 褐色土 体下部片、枝回転文ａを縦位施文 黄土色

205 11-10 95 Ⅱ群 9-N 褐色土 体下部片、枝回転文ａを縦位施文、内面に指圧痕とヨコナデ 暗黄橙色

206 15-01 Ⅱ群 11-P 褐色土 体下部片、枝回転文ａを縦位施文、上端は継目か 灰褐色

207 19-01 Ⅱ群 11-P 体部片、枝回転文ａを縦位施文 暗黄土色

208 18-12 Ⅱ群 11-P 土坑 体部片、枝回転文ｂを縦位施文、下端は疑口縁 茶褐色 当遺構からは縄文土器のみ出土

209 11-12 102 Ⅱ群 11-Q 土坑 ＳＫ３４ 体部片、枝回転文ｂを縦位施文、内面にナデ 暗黄橙色

210 16-06 Ⅱ群 11-Q 土坑 ＳＫ３４ 体部片、枝回転文ｂを縦位施文、内面にタテナデ 暗黄土色

211 18-01 Ⅱ群 11-Q 土坑 ＳＫ３４ 体部片、枝回転文ｂを縦位施文、内面にヨコナデ 淡黄土色 補修孔（？）

212 11-09 97 Ⅱ群 11-Q 土坑 ＳＫ３４ 体下部片、枝回転文ｂを縦位施文、内面にナデ 暗黄橙色

213 18-04 Ⅱ群 11-Q 土坑 ＳＫ３４ 体部片、枝回転文ｂを縦位施文 茶褐色

214 07-05 99 Ⅱ群 13-R 土坑 ＳＫ３１ 体部片、枝回転文ｂを縦位施文、内面に指圧痕 暗黄橙色

製　　作　　・　　調　　整　　技　　法　　等
当報告
遺構名

体部片、枝回転文ａを縦位施文

体部片、枝回転文ａを縦位（？）施文

体部片、枝回転文ａを縦位（？）施文、内面にナデ

体部片、枝回転文ａを縦位（？）施文、内面に炭化物

体部片、枝回転文ａを縦位（？）施文

体部片、枝回転文ａを縦位（？）施文、内面にヨコナデ

体下部片、枝回転文ａを縦位（？）施文、内面にヨコナデか

口縁部片、口唇部に斜縄文（単節か）、外面に枝回転文（？）の横位施文（長15mm）、下端は疑口縁

枝回転文ａ

枝回転文ａ

枝回転文ｂ

枝回転文ｂ

枝回転文ｂ

枝回転文ｂ

枝回転文ｂ

枝回転文ｂ

枝回転文ｂ

枝回転文ａ

枝回転文ａ

枝回転文ａ

枝回転文ａ

枝回転文ａ

枝回転文ａ

枝回転文ａ

枝回転文ａ

枝回転文ａ

枝回転文ａ

枝回転文ａ

枝回転文ａ

枝回転文ａ

枝回転文ａ

枝回転文ａ

枝回転文ａ

枝回転文ａ

枝回転文ａ

枝回転文ａ

枝回転文ａ

縄文

色　調群 文　様 備　　　考

枝回転文ａ

枝回転文ａ

枝回転文ａ

枝回転文ａ

市松文ｍ

縄文

枝回転文?
縄文

枝回転文ａ
縄文

枝回転文ａ

枝回転文ａ

縄文

色　調
遺 物 カ ー ド

体下部片、右側に市松文ｍを縦位（？）施文、左側は不詳（縄文？）、内面に乱ナデ

沈線文 体部片、円棒状具による沈線文、内面にヨコナデ

体部片、枝回転文ａを縦位（？）施文、内面にヨコナデ、上端は継目

枝回転文ａ

体部片、枝回転文ａを縦位施文、下端は疑口縁

体上部片か、上部に斜縄文、以下に枝回転文ａ、内面に指圧痕、下端は疑口縁

枝回転文ａ

番　号
群 文　様 備　　　考製　　作　　・　　調　　整　　技　　法　　等

第４表　南地点出土縄文土器観察表(1)　『番号』欄中の「旧」は『大鼻遺跡』での番号、但し斜体字は『多気町史』での番号、空欄は初出

縄文

縄文

縄文

撚糸文

枝回転文ａ

枝回転文ａ

枝回転文ａ

枝回転文ａ

枝回転文ａ

枝回転文ａ

縄文

枝回転文ａ

撚糸文

撚糸文

縄文

縄文

縄文

箆描斜線列

体部片、枝回転文ａを縦位（？）施文

口縁部片、外面に単節Ｌの斜縄文、その後口唇部に斜縄文（共に軟らかい原体を強く撚る）、内面に強いヨコナデ、
下端は疑口縁

枝回転文ａ

枝回転文ａ

番　号 遺 物 カ ー ド

口縁部片、外面に単節の斜縄文、口唇部に単節の斜縄文（Ｌ？）、その後内面に強いヨコナデ

枝回転文ａ

枝回転文ａ

枝回転文ａ

第３表　出土地点不明縄文土器観察表　『番号』欄中の「旧」は『大鼻遺跡』での番号、但し斜体字は『多気町史』での番号、空欄は初出

波状口縁部片、円棒状具による沈線文

波状口縁部片、円棒状具による沈線文間に細いヘラ描斜線列

沈線文 体部片、円棒状具による沈線文

体部片、枝回転文ａを縦位（？）施文、上端は継目

体部片、枝回転文ａを縦位施文、下端は継目

体下部片、枝回転文ａを縦位（？）施文

市松文ｋ 体下部片、市松文ｋを縦位（？）施文、内面にヨコナデ

沈線文
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報告 整理 旧 地区 遺構・土層

215 18-11 Ⅱ群 8-Q 土坑 ＳＨ２５ 体下部片、枝回転文ｂを縦位施文、上下端共継目 茶褐色
SH25出土、174・183・185と同一個体
か、縄文土器のみ出土

216 06-02 108 Ⅱ群 10-P 褐色土 体下部片、枝回転文ｂを縦位施文 橙褐色

217 16-04 Ⅱ群 10-P 褐色土 体下部片、枝回転文ｂを縦位施文 黄褐色

218 11-11 103 Ⅱ群 11-N 褐色土 体下部片、枝回転文ｂを縦位施文、内面に指圧痕とナデ 橙褐色 内面に炭化物

219 16-07 Ⅱ群 11-N 褐色土 体部片、枝回転文ｂを縦位施文、上端は疑口縁 茶褐色 ＳＨ２４出土か

220 19-07 Ⅱ群 11-N 褐色土 体上部片、枝回転文ｂを縦位施文、中位に継目 茶褐色

221 19-11 Ⅱ群 11-N 褐色土 体部片、枝回転文ｂを縦位施文 茶褐色

222 19-05 Ⅱ群 11-N 褐色土 体下部片、枝回転文ｂを縦位施文 茶褐色

223 17-04 Ⅱ群 11-K 褐色土 体下部片、枝回転文ｂを縦位施文 茶黄色

224 12-09 80 Ⅱ群 11-Q 褐色土 体下部片、枝回転文ｂを縦位施文、内面に指圧痕とナデ 暗黄橙色

225 19-15 Ⅱ群 採集 体部片、枝回転文ｂ、上下端共継目か 赤褐色

226 19-03 Ⅱ群 10-N 褐色土 体下部片、市松文ｋ 茶褐色

227 15-06 109 Ⅱ群 10-Q Pit １ ＳＫ３６ 体上部片、市松文ｋを縦位施文 暗黄橙色 SK36出土、縄文土器のみ出土

228 16-01 Ⅱ群 8-Q 土坑 ＳＨ２５ 体上部片、市松文ｋを縦位施文、上下端共継目か 茶褐色 SH25出土

229 19-10 Ⅱ群 11-N 褐色土 体部片、市松文ｋ 茶褐色

230 16-09 Ⅱ群 11-Q 土坑 ＳＫ３４ 体部片、市松文ｍを縦位施文、下端は継目 灰黄色

231 12-04 110 Ⅱ群 11-Q 土坑 ＳＫ３４ 体下部片、市松文ｍを縦位施文、内面に指圧痕 橙黄色

232 18-13 Ⅱ群 8-R 土坑 ＳＨ２４ 体下部片、市松文ｍを縦位施文、内面にヨコナデ、上端は継目 暗茶褐色 SH24出土、縄文土器のみ出土

233 18-14 Ⅱ群 8-R 土坑 ＳＨ２４ 体部片、市松文ｍを縦位施文 茶褐色 SH24出土

234 16-11 Ⅱ群 8-R ３跡 体下部片、市松文ｍ、上端は継目 黄土色 SH24出土か

235 11-06 78 Ⅱ群 8-N 褐色土 体下部片、市松文ｍを縦位施文、内面は指圧痕 暗黄橙色

236 16-03 Ⅱ群 8-Q 土坑 ＳＨ２５ 体下部片、市松文ｍを縦位（？）施文 茶褐色 SH25出土

237 16-02 Ⅱ群 7-O 土坑 ＳＫ３８ 体部片、市松文ｔを縦位施文 黄土色

238 18-05 Ⅱ群 11-Q 土坑 ＳＫ３４ 体部片、市松文ｙを縦位施文 黄褐色

239 18-03 Ⅱ群 11-Q 土坑 ＳＫ３４ 体部片、市松文ｙを縦位施文 暗灰褐色

240 04-06 91 Ⅱ群 8-R 土坑 ＳＨ２４ 体部片、市松文ｙ（原体長27㎜、径 ９㎜）を縦位施文、内面にナデ、上端に疑口縁、下端は継目 黄土色 SH24出土

241 01-03 89 Ⅱ群 11-N 褐色土
口縁～体部片、口縁部に細い縄（単節か）の側面圧痕２条残、体部に斜格子文を縦位施文、内面にヨコナ
デ

黄褐色

242 11-03 79 Ⅱ群 11-N 褐色土 体部片、正格子文を縦位施文、内面にナデ、上端は継目 暗橙色

243 07-08 82 Ⅱ群 13-R 土坑 ＳＫ３１ 体部片、正格子文を縦位施文、内面に指圧痕 淡黄灰色

244 05-02 83 Ⅱ群 11-O 褐色土 底部片、無文、内外にナデ、上端は継目 淡褐色

245 11-08 75 Ⅲ群 10-M 褐色土
口縁部片、口唇部に細い斜縄文、口縁部に市松文ｍを横位施文、頸部に円棒状具による右下からの刺突
列１段残、内面にヨコナデ

橙褐色

246 13-08 76 Ⅲ群 10-Q 褐色土
薄手の口縁部片、口唇部に円棒状具の側面刺突文を右下り施文、口縁部に市松文ｍを横位施文、内面上
部にナデ、以下に指圧痕

赤褐色

247 13-07 77 Ⅲ群 9-O 炉址
口縁部片、口唇部に円棒状具（径４㎜）の側面刺突文を右下り施文、口縁部に円棒状具による右からの刺
突文

暗褐色 SF17かSF15出土、縄文土器のみ出土

248 18-10 Ⅲ群 8-Q 土坑 ＳＨ２５ 頸部片、円棒状具（径5.5㎜）による右下と左からの刺突文 黒褐色 SH25出土

249 26-03 25 Ⅳ群 9-O 土坑 体部片、２段の連続Ｃ字爪形文と縄文（？） 暗茶褐色 前期、当遺構からは縄文土器のみ出土

250 26-01 26 Ⅳ群 10-O 褐色土 口縁部片、半截竹管の連続Ｃ字爪形文と横描沈線文 暗茶色 中期

251 26-02 27 Ⅳ群 7-R 土坑 ＳＫ３７ 体部片、粗い縄文（撚糸？）地に円棒状具の沈線文とその間に細い箆描斜線列、内面にヨコナデ 褐茶色 中期、当遺構からは縄文土器のみ出土

252 27-04 30 Ⅳ群 12-R 土坑 ＳＫ３３ 口縁波頂部片、波頂に沿って突帯貼付、円棒状具による沈線文間に斜縄文、下端は継目 黄灰色
中期、町史31も含む、当遺構からは縄
文土器のみ出土

253 23-10 Ⅳ群 10-P 褐色土 波状口縁部片、円棒状具による沈線文 茶褐色 中期

254 26-04 28 Ⅳ群 10-M 褐色土 体部片、粗い撚糸文、内面にヨコナデとナデアゲ、上下端と中位に継目か 茶褐色 中期

255 25-04 Ⅳ群 12-R 土坑 ＳＫ３３ 体上部片、円棒状具による沈線文 茶褐色 中期

256 24-11 Ⅳ群 10-O 褐色土 体部片、円棒状具による沈線文、上端は継目 黄褐色 中期

257 24-12 34 Ⅳ群 12-R 土坑 ＳＫ３３ 体部片、円棒状具による沈線文間に条線 暗黄土色 中期

258 26-08 29 Ⅳ群 11-K 褐色土 口縁部片、円棒状具による沈線文、内面にヨコナデ 暗黄土色 中期

259 24-02 32 Ⅳ群 9-O 土坑
肥厚気味の口縁上部片、以下に半截竹管状具による平行沈線文を弧状に、その内に平行沈線、肥厚部下
端は疑口縁

灰黄色 中期、260・261・272と同一個体か

260 24-01 35 Ⅳ群 9-O 土坑 口縁下部片、半截竹管状具による平行沈線文内に平行沈線、上端は疑口縁、下端は継目 灰黄色 中期、259・261・272と同一個体か

261 25-02 36 Ⅳ群 12-R 土坑 ＳＫ３３ 頸部片、半截竹管状具による平行沈線文、上端は継目 暗黄土色 中期、259・260・272と同一個体か

262 24-07 Ⅳ群 7-R 土坑 ＳＫ３７ 口縁部片（？）、横位突帯間にヘラミガキ、内面にヨコナデ、上端は継目 灰黄色 中期

263 25-03 Ⅳ群 12-R 土坑 ＳＫ３３ 体部片、円棒状具による沈線文、内面にヨコナデ、下端は継目か 暗灰色 中期

264 27-03 Ⅳ群 11-R 褐色土 体部片、円棒状具による沈線文 茶黄色 中期

265 24-08 Ⅳ群 10-N 褐色土 体部片、細い円棒状具による沈線文、内面にヨコナデ、上端は継目 黄土色 中期

266 27-02 Ⅳ群 11-R 褐色土 体部片、細い円棒状具による沈線文 灰黄色 焼成後穿孔か

267 27-05 Ⅳ群 10-M 褐色土 体部片、細い円棒状具による沈線文と条線 暗黄褐色 ２片は同一固体

268 26-10 Ⅳ群 10-O 褐色土 体部片、細い円棒状具による沈線文、内面にヨコナデ、上端は継目 黄灰色 中期

269 24-10 Ⅳ群 10-O 褐色土 体部片、円棒状具による沈線文と半截竹管状具による斜行沈線文、下端は継目か 黄褐色 内面に炭化物

270 24-03 Ⅳ群 9-O 土坑 体部片、細い円棒状具による沈線文、下端は継目か疑口縁、上端は継目か 暗茶褐色

271 33 体部片、沈線文 中期

272 24-09 Ⅳ群 10-O 土坑 体部片、半截竹管状具による斜行沈線文、上端は継目 灰黄色 259～261と同一個体か

273 24-05 Ⅳ群 13-R 土坑上面 ＳＫ３１ 体部片、二枚貝（？）原体の斜条痕、内面にヨコナデ・タテナデ、上下端共に継目か 黄土色 中期

274 24-06 Ⅳ群 13-R 土坑上面 ＳＫ３１ 体部片、二枚貝（？）原体の斜条痕、内面は上部にヨコナデ、下部にヘラケズリ、下端は継目か
外：黒色
内：黄土色

中期

275 23-09 Ⅳ群 13-R 土坑上面 ＳＫ３１ 体部片、横位に幅広く緩い凹線状、内面にタテナデ 明黄土色 中期

276 24-04 Ⅳ群 13-R 土坑上面 ＳＫ３１ 体部片、横位に幅広く緩い凹線状、内面にタテナデ、下端は継目か 明黄土色 中期

277 23-08 Ⅳ群 体部片、半截竹管状具による斜条痕 黒褐色 中期、表面採集

278 25-01 Ⅳ群 7-O 土坑 ＳＫ３８ 底部片、内面にヨコナデと指圧痕 暗黄土色
径12.0cm程か、当遺構からは縄文土器
のみ出土

半截竹管文

沈線文

沈線文

沈線文

第５表　南地点出土縄文土器観察表(2)　『番号』欄中の「旧」は『大鼻遺跡』での番号、但し斜体字は『多気町史』での番号、空欄は初出

沈線文

突帯
縄文

沈線文

沈線文

突帯

沈線文

沈線文

半截竹管文

市松文ｙ

市松文ｙ

沈線文

枝回転文ｂ

正格子文

無文

斜格子文
縄文

刺突文

爪形文

市松文ｍ
縄文

市松文ｍ

刺突文

爪形文

沈線文
箆描斜線列

条痕

沈線文

凹線状

凹線状

条痕

条痕

沈線文

半裁竹管文

沈線文

沈線文

半截竹管文

沈線文

撚糸文

市松文ｙ

正格子文

市松文ｍ

市松文ｍ

市松文ｍ

市松文ｍ

市松文ｔ

市松文ｍ

市松文ｍ

市松文ｍ

色　調

市松文ｋ

市松文ｋ

枝回転文ｂ

枝回転文ｂ

枝回転文ｂ

枝回転文ｂ

枝回転文ｂ

市松文ｋ

備　　　考文　様
遺 物 カ ー ド

製　　作　　・　　調　　整　　技　　法　　等
当報告
遺構名

枝回転文ｂ

枝回転文ｂ

枝回転文ｂ

市松文ｋ

枝回転文ｂ

枝回転文ｂ

番　号
群
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報告 整理 地区 遺構・土層 最大長 最大幅 最大厚

289 　有舌尖頭器 45 18 6.5 チャート SF7煙道内出土、町史№1

290 038-04 　石鏃 18.0 8.0 22.0 0.17 サヌカイト 南地点個人採集、町史№2

291 038-03 　石鏃 13.5 8.0 2.7 0.23 サヌカイト 南地点個人採集、町史№5

292 038-02 　石鏃 14.0 10.0 3.0 0.35 サヌカイト 南地点個人採集、町史№3

293 038-01 　石鏃 12.0 14.5 2.5 0.48 サヌカイト 北地点個人採集、町史№4

294 　石鏃 チャート 北地点個人採集、町史№6

295 031-02 　石鏃未成品 南 18-J 　褐色土 24.5 23.5 4.0 2.19 チャート 或はRFか

296 033-01 　削器 南 21-I 43.0 36.0 10.0 14.56 サヌカイト 町史№7

297 034-02 　削器 南 26-I 　褐色土下部 40.5 44.0 9.0 18.14 チャート

298 032-04 　楔形石器 南 25-I 　褐色土 23.0 22.0 7.0 4.37 チャート

299 030-03 　ＵＦ 南 21-J 　褐色土 26.5 27.0 0.45 3.98 チャート

300 029-02 　ＵＦ   南 H-22 　黒褐色土 52.0 31.0 7.0 11.74 泥岩

301 029-03 　ＵＦ 南 25-J 　褐色土 36.0 27.0 7.5 7.22 チャート

302 030-02 　ＵＦ   南 22-H 　褐色土 22.0 24.5 5.5 2.16 チャート

303 034-01 　UF 北  8-J 　褐色土 75.5 34.5 17.0 35.38 チャート

304 031-01 　ＲＦ 南 21-I 43.0 36.5 15.0 21.55 チャート

305 030-04 　ＵＦ 南 23-J 　褐色土 40.5 40.0 9.0 12.40 チャート

306 030-01 　ＵＦ  南 23-H 　黒褐色土 31.0 44.0 8.5 9.56 チャート

307 032-01 　Ｆ  南 13-R 　土坑 52.0 35.0 15.0 19.08 泥岩

308 031-04 　Ｆ 南 26-I 　褐色土 26.0 42.0 9.5 5.53 チャート

309 031-03 　Ｆ 南 21-I 26.5 19.0 9.0 4.59 チャート

310 032-02 　Ｆ 南 26-I 　褐色土下部 27.5 37.0 5.0 4.88 チャート

311 032-03 　Ｆ  南 22-H 　褐色土下部 22.5 37.0 7.5 5.26 チャート

312 036-01 　石核 南 17-J 　褐色土 61.0 71.0 43.0 220.64 チャート

313 037-01 　石核 110.5 70.0 47.5 360.00 チャート 南地点採集

314 029-01 　石剣 南 21-I 　土坑 161.5 32.5 24.5 184.17 緑色片岩 町史№60

石　材
番　号

備　　　考器　種
遺 物 カ ー ド 法　量　(㎜)

重量(ｇ）

位置

２０

ＳＦ２ Ｎ‐109゜‐Ｗ ２５６ ８８ ４４ 煙道部の前半 ２５ 煙道部の奥壁

ＳＦ３ Ｎ‐19゜‐Ｗ １８６ １２０ 煙道の中央 ３６ 煙道の壁

ＳＦ４ Ｎ‐157゜‐Ｗ ２２８ ９２ ３５ 燃焼坑 ４６

ＳＦ５ Ｎ‐120゜‐Ｗ １４２ ８８ ３５ １５ ５２ 煙道部　 ２３ 煙道部の壁

ＳＦ６ Ｎ‐180゜‐Ｓ １４５ 煙道部 １７

５２ ２２

１１０ ２０

ＳＦ９ Ｎ‐47゜‐Ｗ ２２０ ８６ ９０ ４０ 煙道の奥半 １５ 煙道の壁・床

ＳＦ１０ Ｎ‐42゜‐Ｅ １５２ ３５ 煙道の奥半 ３０

ＳＦ１１ Ｎ‐107゜‐Ｅ １６８ ９０ ４０ 煙道部の前半 ３１ 煙道部の壁

ＳＦ１２ Ｎ‐28゜‐Ｅ １８０ １１８ １４

２８

１１０ ２６

ＳＦ１５ Ｎ‐97゜‐Ｅ １５０ ８０ ６５ ２７ ２２ ３０ ３０ 煙道 ４０ 煙道の壁・天井

ＳＦ１６ Ｎ‐32゜‐Ｗ １１７ ７２ 煙道の前半 ２４ 煙道の壁

１２７ ２６

ＳＦ１８ Ｎ‐171゜‐Ｗ １８６ ２６ ４０ 煙道の前半 １５ 煙道の壁

ＳＦ１９ Ｎ‐33゜‐Ｅ １８０ １００ ８６ ５２ ２２ １５ 煙道の奥半 ３４ 煙道の壁

煙道（前半） 煙道

 （95～）

（80～）

３５

推定復元 ～300 ～150 ～150

３６１００

煙道の壁
 （35）

４０

ＳＦ８ Ｎ‐82゜‐Ｗ ２２８

 （80～）

煙道の壁・床

最小幅
焼土部位

最深部（㎝）

深さ

煙出坑（㎝）煙道（㎝）

長さ 長さ 最大幅最小高
遺構名

燃焼坑（㎝）
方　位

全長
（㎝） 長さ 最大幅

１２４ ２６煙道の前半５２１５ＳＦ１ Ｎ‐144゜‐Ｗ ７５

 （90～）

 （80～）
３６ １８ 煙道の天井

煙道の前半

（～100）

２８

３６

ＳＦ７ Ｎ‐121゜‐Ｅ ２３８ ８８

 （110）  （25）
４０ 煙道の奥半 （40）

（50）

（70～）

ＳＦ１３ Ｎ‐145゜‐Ｗ ２４６ （155～） ８２

煙道の前半 ２５ ４０４３

 （40） ４０ 煙道の前半

（70～）

２５ 煙道の壁・床
 （30）

４２

２５ 煙道の壁・床
 （110）  （33）

ＳＦ１４ Ｎ‐170゜‐Ｗ １６０ （35～）

煙道の壁・床
 （40）

１６１

８４

ＳＦ１７ Ｎ‐72゜‐Ｗ 煙道の前半 ２５（40） ３５４０

（～103）

80～
110

～130
35

～45
30

～35
30

～40
30

～50

第７表 煙道付炉穴の残存値・推定値等一覧表（括弧数字は推定値、方位は燃焼坑から煙出坑を見た方向） 

第６表 石器観察表 
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北

地

点

南 地 点

北

地

点

南 地 点

北

地

点

南 地 点

北

地

点

南 地 点
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4
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1
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8
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5
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1
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.
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土
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.
黄
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混
入
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土
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.
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褐
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土

6
.
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入
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土

7
.
小
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土
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.
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土
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.
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0
.
小
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1
1
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小
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土

1
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1
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.
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.
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0
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第４図　南地点平面図　1/250



- 37 -

第５図　ＳＨ２１～２６ ・ ＳＦ１１～１８実測図 1/80(L ＝ 23.800m）
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第７図　北地点出土縄文土器等実測図 (1)　1/2
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第８図　北地点出土縄文土器等実測図 (2)　1/2
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第９図　北地点出土縄文土器等実測図 (3)　1/2
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第 10 図　北地点出土縄文土器等実測図 (4)　1/2
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第 12 図　出土地点不明縄文土器実測図　1/2

第 11 図　北地点出土縄文土器等実測図 (5)　1/2
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第 13 図　南地点出土縄文土器実測図 (1)　1/2
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第 14 図　南地点出土縄文土器実測図 (2)　1/2
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第 16 図　弥生土器実測図　1/4(279 ～ 281・283 ～ 288:1/3、282:1/4)

第 15 図　南地点出土縄文土器実測図 (3)　1/2
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第 17 図　石器実測図 (1) (289・295 ～ 304:2/3、290 ～ 294:1/1)
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第 18 図　石器実測図 (2) (305 ～ 311:2/3、312 ～ 314:1/2)
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１:遺跡遠景 (南南東から )

２:北地点全景 (南から ) ３:南地点全景 (南から )

４:南地点北部 (南東から ) ５:南地点中央部 (東から )

写真図版１



- 50 -

写真図版２

６:南地点中央部 (西から ) ７:南地点ＳＨ21・23～ 25(東から)

８:南地点ＳＨ 21・22、ＳＦ 14 ～ 16( 北から ) ９:南地点ＳＨ 23、ＳＦ 17・18( 北から )

10: 南地点ＳＨ 23、ＳＦ 17・18( 西から ) 11: 南地点ＳＨ 23、ＳＦ 17・18( 東から )

12: 南地点ＳＨ 24・25、ＳＦ 13( 北東から ) 13: 南地点ＳＦ 1( 北北東から）

SH21

SH23

SH24
SH25

SH21

SH22

SF14

SF16

SF15 SH23

SF17

SF18

SH23
SF18

SF17

SF17

SF18

SH23

SH25

SH24SF13
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写真図版３

14: 南地点ＳＦ 2( 東北東から ) 15: 南地点ＳＦ 3・4・9( 南東から )

16: 南地点ＳＦ 4( 北北東から ) 17: 南地点ＳＦ 4・8～ 10( 南から )

18: 南地点ＳＨ 21・22・26、ＳＦ 8～ 10( 北西から ) 19: 南地点ＳＦ 7( 西北西から )

20: 南地点ＳＦ 8( 東南東から ) 21: 南地点ＳＦ 9( 南東から )
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写真図版４

22: 南地点ＳＦ 11( 西から ) 23: 南地点ＳＨ 24・25、ＳＦ 13( 東南東から )

24: 南地点ＳＦ 13( 北東から ) 25: 南地点ＳＦ 14( 北から )

26: 南地点ＳＦ 15( 西から ) 27: 南地点ＳＦ 17( 東南東から )

29: 南地点ＳＦ 19( 南西から )28: 南地点ＳＦ 18( 北から )
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写真図版５

30: 土器（表）(1 ～ 6・8・9・13・14)

31: 土器（裏）(1 ～ 6・8・9・13・14)
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32: 土器 (17 ～ 21・89・109・118・121・122・125)

33: 土器 (24・26・27・31・38・54・58・61・63・69・72・73・77・114・115)

写真図版６
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写真図版７

34: 土器 (25・33・47・50・57・70・71・81・83・87・91・93・99・101・103・107・119)

35: 土器 (16・22・62・85・90・102・106・110・113・126・127・235・245 ～ 247)
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写真図版８

36: 土器・石器 (168 ～ 172・176・224・240 ～ 244・289)

37: 土器 (178・181・184・186・189・190・194 ～ 198・202・205・209・212・214・216・218・227・231)
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写真図版９

38: 土器 (129・130・138・252・280・286)

39: 石器 (290 ～ 293・295 ～ 299・304・307・314)
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